
一社）沖縄県子どもの本研究会主催 特 別 講 座

演題 「子ども達に寄り添う

読み聞かせ」

講師 絵本作家・ 初任者研修拠点校指導教員

日本KABC学会員沖縄研究会会長 臨床発達心理士

金城明美 さん

８月12日（土）

申込み

http://ehonken.okinawa

１４：００～１５：3０ 

お問い

合せ先
一社）沖縄県子どもの本研究会
〒902-0076 沖縄県那覇市与儀2-2-10-103

mail@ehonken.okinawa     TEL/FAX：（０９８）８３４－５７７６

プロフィール

令和
５年

講演 
時間 

【会場参加】 沖縄女子短期大学(大教室） 
 （ 当日会場にて支払い： 一般 ￥1870 ／ 会員￥1，700 ）

【オンライン参加】 限定１００名

ホームページにて、ご予約ください。

（ 一般 ￥1,320／ 会員￥1,200 ）

～ 本販売／サイン会あり ～

（見逃し配信あり）

きんじょうあけみ： 1961年、つるちゃんの長女として生まれる。沖縄女子短期大学卒業。琉球大学大学院

修士修了。西表島竹富町上原小学校、中城小学校、琉球大学教育学部附属小学校に勤め、県内小学校１０校

を廻る。2022年坂田小学校校長で退職となり、現在、臨床発達心理士資格を活かしながら初任者研修拠

点校指導教員を勤め、子どもに寄り添う教員育成を目指している。日本KABCアセスメント学会おきなわ

研究会会長。

1995年に手作り絵本「つるちゃん」を自費出版する。絵本「つるちゃん」を通して「生きること」について思

考を促す「読み聞かせ」「質問タイム」を実践する。また、絵本の絵や文から多様な読み取り方を紹介し、印

象に残ったことを「書くこと」に繋げてきた。これまでに「ケーイ」「ちむどんどん」「あおじゅごん」「ユイタと

アガイのわったぁ家～」「西表なんくる島」の自費出版作品がある。

特別講座では、子どもの本研究会と一緒に「読み聞かせ・質問タイム・絵から読み取る」の実演を予定。

‐つるちゃんを通して見えた沖縄戦‐

申込〆切
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台風の影響により延期


